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１
月
７
日
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成
30
年
天
川

村
消
防
団
出
初
式
を
挙
行
し
た
と
こ

ろ
、
約
90
名
の
団
員
と
20
台
の
消
防

車
両
が
集
結
し
、
新
し
い
年
も
安
全

で
安
心
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
の
た

め
消
防
団
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す

こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
車
谷
村
長
が
「
本
年
度

は
大
き
な
台
風
が
直
撃
し
、
村
内
全

域
に
避
難
準
備
情
報
、
坪
内
の
一
部

地
区
に
は
避
難
指
示
を
発
令
し
ま
し

た
が
、
幸
い
に
も
大
き
な
被
害
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
坪
内
地
区
に
二
年
あ
ま
り

の
長
期
に
わ
た
り
、
避
難
準
備
情
報

を
発
令
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
奈
良

県
に
よ
る
排
水
工
事
も
完
了
し
、
排

水
能
力
も
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
解

除
し
ま
し
た
。
な
お
引
き
続
き
各
種

計
測
機
器
に
よ
る
監
視
体
制
は
継
続

し
て
い
き
ま
す
。
早
急
な
工
事
を
実

施
頂
い
た
吉
野
土
木
事
務
所
の

方
々
、
避
難
体
制
の
確
保
に
尽
力
頂

い
た
消
防
団
、
坪
内
区
の
皆
様
、
関

係
す
る
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
」
と
式
辞
し
、
続
い
て

根
来
団
長
よ
り
「
生
命
と
財
産
を
守

る
と
い
う
消
防
基
本
を
重
視
し
た
う

え
で
全
団
員
が
一
致
団
結
し
、
１
人

１
人
が
努
力
す
る
こ
と
で
地
域
住
民

の
期
待
に
添
え
る
よ
う
日
々
鍛
錬
に

励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
訓
示
が
あ
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
来
賓
の
方
々
か
ら
祝
辞

や
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
そ

の
後
、
各
種
の
表
彰
が
執
り
行
わ

れ
、
こ
れ
に
対
し
表
彰
受
賞
者
を
代

表
し
て
第
３
分
団
花
谷
光
信
氏
か
ら

「
本
日
の
こ
の
感
激
や
喜
び
を
一
層

の
励
み
と
し
、
こ
の
栄
誉
に
恥
じ
な

い
消
防
人
と
し
て
、
そ
の
使
命
達
成

に
一
層
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
団
長
の
先
導
に
よ
り
主
催

者
・
来
賓
の
方
々
全
員
に
よ
る
視
閲

を
行
い
式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
薬
師
橋
に
て
放
水

演
習
を
行
い
ま
し
た
。
新
年
の
門
出

を
祝
う
盛
大
な
演
習
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

平
成
30
年 

天
川
村
消
防
団
出
初
式
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今
年
の
天
川
村
消
防
団
出
初
式
に
お

け
る
表
彰
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

★
天
川
村
長
表
彰

　

第
１
分
団　

団　

員　

西
村　

幸
永

　

第
１
分
団　

団　

員　

稲
田　

至
朗

★
天
川
村
消
防
団
長
表
彰

　

第
３
分
団　

班　

長　

花
谷　

光
信

　

第
２
分
団　

班　

長　

根
来　

一
平

　

第
３
分
団　

団　

員　

玉
井　

智
明

　

第
１
分
団　

団　

員　

角
谷
金
太
郎

★
吉
野
警
察
30
年
勤
続
感
謝
状

　

本　
　

部　

副
団
長　

玉
井　

賢
司

★
吉
野
警
察
感
謝
状

　

第
１
分
団　

部　

長　

梶　

五
久
雄

　

第
３
分
団　

班　

長　

霜
辻　

浩
章

★
吉
野
警
察
感
謝
状
（
山
岳
救
助
隊
員
）

　

第
１
分
団　

班　

長　

柳
谷　
　

明

　

第
２
分
団　

班　

長　

根
来　

一
平

（
敬
称
略
、階
級・勤
続
年
数・年
齢
順
）

　

１
月
21
日
、
川
上
村
に
お
い
て
吉
野

支
部
の
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

吉
野
郡
３
町
６
村
の
総
勢
３
０
０
名

の
団
員
と
25
台
の
車
両
が
集
ま
り
、
当

村
か
ら
は
根
来
団
長
以
下
15
名
の
消
防

団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
消
防
団
員
と
し
て
吉
野

郡
一
致
団
結
し
、
大
き
な
火
災
や
災
害

の
な
い
１
年
と
な
る
よ
う
祈
念
し
て
式

典
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
吉
野
支
部
連
合
出
初
式
に
お

け
る
表
彰
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

★
奈
良
県
知
事
表
彰

　

第
２
分
団　

分
団
長　

奥
田　

豊
文

　

第
１
分
団　
副
分
団
長　

久
保　

行
良

★
奈
良
県
消
防
協
会
長
表
彰

　

第
１
分
団　

部　

長　

奥
村　

宗
介

　

第
３
分
団　

部　

長　

杉
本　

將
樹

★
奈
良
県
消
防
協
会
吉
野
支
部
長
表
彰

　

第
１
分
団　

団　

員　

桝
谷　
　

光

　

第
１
分
団　

団　

員　

水
谷　

浩
司

　

第
３
分
団　

団　

員　

霜
辻　

浩
章

（
敬
称
略
、階
級・勤
続
年
数・年
齢
順
）

平
成
30
年 

奈
良
県
消
防
協
会

吉
野
支
部
連
合
出
初
式

平成30年の各大字区長を紹介します。（平成30年１月９日現在）

各大字区長の紹介

大　字 区　長　氏　名 大　字 区　長　氏　名

洞　川 角　谷　甚四郎 坪　内 宮　脇　博　和

北　角 桝　井　敏　告 九　尾 弓　場　　　昭

中　越 阪　谷　　　均 栃　尾 橋　本　公　則

川　合 牧　　　孝　志 和　田 上　西　良　継

沖　金 角　谷　律　子 篭　山 森　本　忠　弘

中　谷 河　北　和　久 庵　住 澤　村　貞　一

沢　原 豕　瀬　敏　洋 山　西 西　村　保　幸

北小原 水　口　博　幸 広　瀬 花　谷　光　信

五　色 西　本　　　力 塩　野 宮　脇　秀　弘

南日裏 今　西　行　雄
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　天川村では、次のとおり職員を募集します。（平成30年４月１日採用予定）
★ 職種・採用人員・受験資格

※地方公務員法第16条に該当する人は受験できません。
・成年被後見人又は被保佐人（準禁治産者を含む）
・�禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
・天川村職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分の日から２年を経過しない者
・�日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成
し、又はこれに加入した者
※�日本国籍を有しない人については、在留活動に制限のない在留の資格を有する人に限ります。

★ 試験日時・場所

★ 受験申込先・受付期間
（１）申込先　　〒６３８－０３９２　奈良県吉野郡天川村大字沢谷６０番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　天川村役場　総務課人事係
（２）期　間　　平成30年１月23日（火）～２月13日（火）　８：30～17：00
　　　　　　　　（ただし、土・日曜日、祝祭日は除く、郵送の場合２月13日必着）

★ 受験手続
（１）試験申込書は、天川村ホームページおよび天川村役場　総務課人事係で配布します。
　※　�郵便による請求の場合は、「採用試験申込用紙請求」と朱書した封筒に、宛先明記の返信用封筒

（92円切手を貼ったもの）および、希望する職種と電話番号を記載したもの（メモ書きで良い）
を同封のうえ、天川村役場総務課人事係（〒638－0392　吉野郡天川村大字沢谷60番地）へ
請求してください。

（２）受験申込の方法
　　　�受験希望者は、所定の志願書及び試験申込書に必要事項を記入し、天川村役場総務課人事係に

提出してください。
　※　郵便による場合は、封筒の表に必ず「職員採用受験」と朱書し、簡易書留で郵送してください。
　※　インターネット・メールによる受験申込はできません。
★ お問合わせ　　天川村役場　総務課人事係　☎：６３－０３２１

第１次試験 第２次試験

日　時
平成30年２月25日（日）
受付時間　午前８時20分～８時40分
試験開始　午前９時　　教養・作文試験

平成30年３月上旬
口述試験

場　所 天川村大字沢谷60番地
天川村山村開発センター

天川村大字沢谷60番地
天川村山村開発センター

職　種 採用予定人数 受験資格

土木職 若干名

昭和53年４月２日から平成12年４月１日までに生まれた人
以下の条件のいずれかに該当する人
・土木科（専門課程）を修了、又は平成30年３月末日までに修了見込みの人
・�土木関係の設計業務・施行管理等の職務経験を有する人でかつ、２
級以上の土木施工管理技士の資格を有する人

・�官庁・都道府県庁・市町村役場等で、土木関係の設計業務・施工管理等
の職務経験を５年以上有する人

天 川 村 職 員 募 集
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 　（先月号に引き続き、今月号も保険料の口座振替制度についてご案内いたします。）

　口座振替のお申し込みは、【国民年金保険料口座振替申出書】に必要事項を記入・押印
（金融機関への届出印）し、大和高田年金事務所へ郵送する。または、納付書・年金手帳
のほか免許証などの身分証明となるもの、通帳・金融機関届出印をご持参のうえ、大和高
田年金事務所や口座振替を行う口座のある金融機関の窓口に提出してください。
　
　お申し込み前に、必ず提出期限をご確認ください。また、郵送の場合は提出期限内に届
くように、余裕をもって投函してください。
なお、１か月前納（早割）は随時受付しています。

※�口座振替日が金融機関休業日（土曜日・日曜日・祝日）の場合は、翌営業日となります。

　■住民課　国民年金係　☎６３－０３２１（内線１６５） 

前納種類 前納期間 提出期限 口座振替日※

６か月
４月　～　９月　　　 ２月末 ４月末
10月　～　翌年３月 ８月末 10月末

１年 ４月　～　翌年３月　 ２月末 ４月末
２年 ４月　～　翌々年３月 ２月末 ４月末

割　引　額
備　　考

口座振替 現金納付
通常納付

（翌月末振替・納付） 0円 0円

早　　割
（当月末振替） 50円 － 口座振替のみで現金納付なし

６か月前納 1,120円    800円 口座振替は現金納付より
320円お得

１年前納  4,150円  3,510円 口座振替は現金納付より
640円お得

２年前納 15,640円 14,400円 口座振替は現金納付より
1,240円お得

国民年金保険料口座振替のお申し込みは簡単！

「口座振替」と「現金納付」の比較
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　平成30年度分の村県民税の申告の受付が始まります。（申告書は、２月中旬に送付する予定です）

この申告は、村県民税や国民健康保険税等を正しく算出する基礎となるだけでなく各種証明書の発行
にも重要なものですので、必ず3月15日（木）までに提出して下さい。

　村県民税の申告書は、申告が必要と思われる方に送付します。収入が無かった方についても申告書を送付
している場合がありますが、これは、各種保険等の算定や判定資料となる場合や非課税証明書の交付を必要
とする場合に必要な為です。
　また、下記に該当する申告書の提出が不要な方以外で、申告が必要な方であるにもかかわらず、万一申告
書が届かない方は役場住民課にご連絡下さい。

《下記に該当する方は村県民税の申告書の提出は不要です》
・所得税の確定申告をされる方
・前年中の給与収入が1か所のみで、年末調整が済んでおり、役場に給与支払報告書提出されている方。
・前年中の収入が、公的年金のみで、日本年金機構から役場に公的年金支払報告書が提出されている方

注意：�源泉徴収票に記載が無い各種所得控除（生命保険料控除・扶養控除・社会保険料控除・医療費控
除等）を受けようとする場合は申告書の提出が必要です。

　公的年金等収入金額が400万円以下であり、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の所得金額が20万円以
下である場合には、確定申告の必要はありません。（ただし、所得税の還付申告を受ける場合は確定申告書
の提出が必要です。）
※�公的年金等の源泉徴収票に記載されていない各種控除（生命保険料控除や医療費控除等）を受ける場合に

おいては、村県民税の申告が必要ですのでご注意下さい。

　下記の日時におきまして、吉野税務職員による申告相談及び税理士による相談会場を開設しますので、確
定申告もしくは相談をされる方はご利用下さい。

①税理士による相談
　開設日及び時間　　２月16日（金）　９時30分～16時
　会　　　　　場　　天川村役場　２階　202会議室（旧農林研修室）
　　　　　　　　　　※交通事情や天候等により、相談開始時間が遅れる場合があります。

②吉野税務職員による相談
　開設日及び時間　　２月22日（木）　13時～15時半
　会　　　　　場　　天川村役場　２階　202会議室（旧農林研修室）
　　　　　　　　　　※交通事情や天候等により、相談開始時間が遅れる場合があります。

　相談へお越しの際は、前年分の申告書の控え、決算書・収支内訳書等の控え、源泉徴収票や所得控除に係る
各種証明書など申告書の作成に必要な書類、還付金受取金融機関口座番号の分かるもの、印鑑をご持参下さい。
　また、資産（土地・建物や株式等）の譲渡、贈与税、相続税、山林所得の相談は、行いませんので、これ
らに関する相談が必要な場合は、直接吉野税務署でご相談下さい。

お問合わせ先：役場住民課　税務係　☎６３－０３２１

確定申告の相談について

平成30年度　村県民税申告のお願い　《3月15日（木）まで》
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　　　もう一度ご確認ください

村税等の払い忘れはありませんか？

国保税の未納があると保険証の更新ができません

　登記、道路、郵便、年金、保険など、国や県・役場の仕事について、わからない
こと、困っていることがありましたら、行政相談委員が開催する行政相談所でお気
軽にお尋ねください。相談は無料で、秘密は厳守します。
	
＜行政相談委員が開催する行政相談所＞
  日　時：２月20日（火）　午後１時30分～午後４時
  場　所：山村開発センター
  相談のお相手：行政相談委員  中村　猛

　　　困ったら  一人で悩まず  行政相談
　　　　　　行政相談所を開催します

　２月28日（水）は、平成29年度最後の納期限日です。
　住民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料の
払い忘れはありませんか？
　納期限を過ぎたものは督促手数料（80円）が加算されます。お手持ちの納付書を再度ご確認
のうえ、早めに納付下さいますようお願いします。なお、納付状況が分からない場合や、納付
書が見つからない場合はお問い合わせください。

　また、国民健康保険税の未納がある場合は、保険証の更新が出来ませんので納期内に完納く
ださいますようお願いします。事情により納期限までに納付が困難な場合は納付相談を行って
いますので、必ず住民課税務係まで相談ください。

■お問合せ　住民課　税務係　☎６３－０３２１
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　現在実施しております路線バスキャッシュバック
キャンペーンの実施期間を「天川村」だけ３月31日
まで延長します。このキャンペーンは奈良交通路線
バスを利用して天川村内の宿泊施設（事前登録済施
設）で宿泊されたお客様に限り往復のバス運賃が無
料（キャッシュバック）になる事業です。
　詳しくは地域政策課までお問い合わせください。
※３月31日宿泊、４月１日チェックアウトまでがキャンペーンの対象となります。
※対象となる路線は洞川線・下市天川線です。

　皆様はじめまして。12月13日から天川村地域おこし協力隊と
して参りました、安大諒（あんだい　まこと）と申します。私
は洞川地区にある「シェアオフィス西友」の管理を主に行って
いきます。少しでも活気ある場所の一つとなれるよう活動して
参りたいと思っております。
　今回妻とともに移住させていただき、地域おこし協力隊以外
にも天川村に関することなら出来る限りのことは知りたい・や
っていきたいと思っています。そのために、村内でお会いした

とき等は皆様に積極的に声をかけさせていただきたいと思っています。よろしくお願いしま
す。

路線バス運賃キャッシュバッックキャンペーンを延長します

天川村地域おこし協力隊新メンバー

【申込み・問合せ先】〒638‒0431　奈良県吉野郡天川村洞川784‒32　地域政策課
　　　　　　　　　 　☎64‒0321　℻64‒0329〈E-mail〉chiikiseisaku@vill.tenkawa.lg.jp
※　参加費の一部は天川村の自然を守る「山癒の里基金」に寄附させていただきます。

洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター洞川エコミュージアムセンター

２月10日（土）10：00〜15：30
幻想的な観音峯の霧氷を見に行きませんか？この時期にしか見ることが出来ない絶景を見に行き
ましょう！！！感動的な景色がきっとあなたを待っています。
【講　　師】奈良山岳・自然ガイド協会　会長　岩本　泉治さん
【集合場所】天川村役場駐車場  【定　員】20名　【時　間】10：00～15：30
【持 ち 物】弁当・水筒・帽子・タオル・雨具・登山向けの服装・防寒着等　【参加費】1,000円（小中学生半額）

☆冬の自然体験☆観音峯の霧氷を見に行こう！
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　村民の皆様には、大変ご不便をおかけしておりました天川村歯科
診療所につきまして、新たに上垣歯科医師を迎え、平成30年１月
16日（火）から診療を再開しています。

　こんにちは。この度１月16日から藤田先生の後任として歯
科診療所でお世話になります、上垣進弘（うえがき　のぶひ
ろ）と申します。生まれも育ちも大淀町です。約三十数年川西
町結崎で開業（現在も診療中）して来ましたが、私が歯科医師
になった時、いつかは地元でお手伝い出来ればと思っていた
時、今回のお話をいただきました。嬉しい気持ちの一方責任を
重く感じているところです。長年頑張って来られた藤田先生の
様にはいかないかもしれませんが、村民の皆様に少しでも貢献
できるように頑張りますのでよろしくお願いします。
　私が村民の方々に歯の大切さを理解していただき、健康の
維持には不可欠である臓器の一つであることを感じていただ
ける様に誠心誠意努力する所存です。二年間は火曜日のみの
診療でご迷惑をおかけすると思いますが、2020年からは診療
日を増やす予定をしていますので、御理解の程今後とも宜し
くお願い致します。

診 療 日 毎週火曜日
受付時間 午前８：30～11：00　午後１：30～４：00
連 絡 先 ほほえみポート内歯科診療所　☎６３－０１２６

天川村歯科診療所について

上垣歯科医師から村民の皆様に
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　気温の変化が激しく、乾燥する冬にはインフルエンザに限らず、風邪や感染性胃腸炎などの病気が流
行しやすい季節です。
　感染予防をして、自分自身の健康を守りましょう。
　●手洗い
　●せきをしている人には近づかない（２ｍ程度以上あける）
　●不要不急の外出は避ける、人込みや繁華街になるべく近寄らない

　又万が一かかってしまった場合でも、感染者自身の心遣いが、流行の拡大を防ぎます。是非咳エチケ
ットを実行して下さい。ご協力よろしくお願いします。
★咳エチケット★
　①咳がでたら、他の人にうつさないためにマスクを着用しましょう。
　②�マスクをもっていない場合には、ティッシュなどで鼻と口を覆い、他の人から顔をそむけて１ｍ以

上離れましょう。
　③鼻汁・痰などを含んだティッシュはすぐにごみ箱に捨てましょう。
　④咳をしている人にマスクの着用をお願いしましょう。

★受診の際の注意点★
・�インフルエンザ、感染性胃腸炎といった感染症を疑う場合は、必ず受診前に医療機関に電話連絡を

し、医療機関の指示に従って受診してください。
・�また、体調の変化には十分ご注意いただき、異変を感じる場合は、くれぐれも無理をせず、速やかに

医師にご相談ください。

　下記の日程で、すこやか健診（乳幼児健診）を実施いたします。対象となる
ご家庭には別途個人通知致しますので、必ずお越しください。

　≪持ち物≫　母子手帳・問診票（必要事項をご記入の上必ずご持参ください）

　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持ちがすっきり
とせず不安のある方など、どなたにもお申込みいただけます。相談は無料で、個別相談となっておりま
すので、予約制です。相談を希望される方は、下記までお申込みください。相談の内容などの秘密は、
固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

日　程 受付時間 場　　所

２月１日（木） 午後２時00分～午後２時15分 ほほえみポート天川２階

インフルエンザなどの感染症にご注意を！！

すこやか健診のご案内

心の健康相談のご案内

開催日：２月５日（月）
会　場：ほほえみポート天川
内　容：個別相談（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）
申込先：ほほえみポート天川　保健師まで　☎６３－９１１０
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国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　２月の予定表

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日　（建国記念の日）

閉　　　　館　　　　日　（振替休日）

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜4：00）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 1	 木	 休　　診	 休　　診	 すこやか健診　14：00～	 不　燃

	 2	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 3	 土		

	 4	 日		

	 5	 月	 診　　察	 診　　察	 心の健康相談	 燃　焼

	 6	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 7	 水	 診　　察	 診　　察		

	 8	 木	   診察（松村医師）	  診察（西尾医師）		  資源２

	 9	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 10	 土	

	 11	 日	 　	

	 12	 月	 　　　　　　　	

	 13	 火	 診　　察	 検 査 日		  燃　焼

	 14	 水	 診　　察	 診　　察		  資源１

	 15	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）		  不　燃

＊医師不在時は投薬はできません。薬の切れる方は早めに受診して下さい。

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35～

粗　大
（予約）

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35～
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　２月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜4：00）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 16	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 17	 土		

	 18	 日		

	 19	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 20	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 21	 水	 診　　察	 診　　察		

	 22	 木	   診察（松村医師）	  診察（西尾医師）		  資源２

	 23	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 24	 土		

	 25	 日		

	 26	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 27	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 28	 水	 診　　察	 診　　察		

見える所に貼り、ご活用下さい。

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35～

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：35～

粗　大
（予約）

粗　大
（予約）
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　１月１日より「はたちの献血キャンペーン」が実施されています！
　毎年冬場は、風邪などの体調不良が原因で献血に協力くださる方が少なくなり、血液不足は深刻に
なります。命の維持に欠くことのできない血液は、科学が進歩し
た今もなお人工的に作ることも長期保存することもできず、輸血
に必要な血液の確保には、献血が必要です。
　献血は、身近なボランティアです。あなたの献血で、救える命
と未来があります。みなさまのご理解とご協力、よろしくお願い
します。

　個別に医療機関に受診して頂く「個別検診」の受付終了が迫っています。今までに検診を受けたこ
とのない方、症状があり心配のある方、特にこれまでの検診で「経過観察」や「要精密検査」などの
判定を受けた方は、積極的に受診して下さい。
　受診を希望される方は、専用の受診票をお渡ししますので２月28日までにほほえみポート天川内
健康福祉課までお申し込みください。

＊＊＊＊ 今年度の受診を希望される方は、今月が最終受付になりますのでお急ぎください ＊＊＊＊

○�乳がん検診・子宮がん検診につきましては、下記の生年月日に当てはまる方は平成29年度の個人
負担が無料となります。この機会に是非受診ください。

乳がん検診
40歳　昭和51年４月２日～昭和52年４月１日
45歳　昭和46年４月２日～昭和47年４月１日
50歳　昭和41年４月２日～昭和42年４月１日
55歳　昭和36年４月２日～昭和37年４月１日
60歳　昭和31年４月２日～昭和32年４月１日

子宮がん検診
20歳　平成８年４月２日～平成９年４月１日
25歳　平成３年４月２日～平成４年４月１日
30歳　昭和61年４月２日～昭和62年４月１日
35歳　昭和56年４月２日～昭和57年４月１日
40歳　昭和51年４月２日～昭和52年４月１日

胃内視鏡検診
（胃カメラ） 乳がん検診 子宮がん検診

対象
（天川村民に限る） ５０歳以上の方 ４０歳以上の女性 ２０歳以上の女性

受 診 間 隔 ２年に１度 ２年に１度 毎　　年

受 診 会 場 南奈良総合医療センター 南奈良総合医療センター
鎌田医院 県内検診実施医療機関

自 己 負 担 ２，５００円 １，５００円 ２，０００円

はたちの献血キャンペーン ～ ２月28日まで

個別検診のお知らせ（最終のご案内です）

ご不明な点につきましては、ほほえみポート天川内健康福祉課保健師までお問い合わせ下さい。
連絡先　☎63−9110
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　平成28年度から開催している交流の場「きずなサロン」を、12月22日（金）開催しま
した。今回は、５名の対象者の方とそのご家族３名が参加され、昨年手作りした粘土細工
の小物入れや置き物に絵の具で色付けや、クリスマスケーキを作ったり、最後はビンゴゲ
ームで盛り上がりました。
　回数を重ねるうちに、笑顔や笑い声も増え、参加者同士の会話も弾むようになり、少し
ずつですがサロン活動の成果がみえてきたようで、うれしく思います。
　今後も活動は継続していきますので、身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者福祉手帳
をお持ちの方で、参加ご希望の方は役場健康福祉課までお問い合わせ下さい。

　平成30年度も引き続き、水墨画教室の受講者を募集します。
　基本となる画題から水墨画を学び、墨の濃淡や重なり方を習得します。
　初心者の方から経験者の方まで技術習得を丁寧に指導いたします。

【申込方法】
◆教育委員会事務局　☎６３－０３２１まで申込ください。
◆申込期限　２月28日（水）締切

講　師 開催日 時　間 場　所 受　講　料
川北雪峰先生

（村内在住：自宅に
多数の作品展示）

毎月第
２・４
水曜日

午後７：30
～９：30

山村開発
センター

・一部個人負担あり。
・学習道具の初期費用に
　１万５千円程度必要。

第４回「きずなサロン」を開催しました

平成30年度 天川村社会教育事業
  水墨画教室受講者募集！！

生徒さんの作品
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　旧天川西小学校校区活性化推進協議会 会長の上西良継です。
　平成28年4月からてんかわ天和の里（旧天川西小学校）を拠点として活動を始めてから１年
半が経ちました。特産品の開発と体験活動を通して西部地区の活性化を図ろうと活動を始めた
のですが、理想どおりに事が進まず、最初のうちは一喜一憂の日々が続きましたが、平成29年
度から何とか少しずつ形になり始めましたので、現在の活動状況について回を分けて報告致し
ます。
　我々は現在、活動拠点にある和田地区の天和銅山を地域を代表する史跡に出来ないか研究と
道普請に取り組んでいます。天和銅山をご存知でしょうか？名前は聞いた事があるが場所は知
らないという方が殆どではないかと思います。読み方も「てんわ銅山」ではなく「てんな銅
山」と呼ぶことをご存知の方も少ないのではないかと思います。今回は天和銅山の調査状況に
ついて報告します。
　天和銅山の歴史は古く、江戸時代中頃には幕府の直轄で開発された鉱山でしたが、明治４年
に大阪商工会議所初代会頭の五代友厚が徳川家から買い取り更なる開発を進めたようです。明
治の前半期が最盛期であったようで、その頃には全国から2000人～3000人の鉱夫が働きに来
ていたようで、当時の和田地区は想像も付かないほどの活気があったようであります。
　天和銅山に関する資料は極めて少なく、村内にも殆ど残っていません。また銅山で働かれた
事のある方も亡くなっておられるため、坑内の様子等分からない事ばかりです。役場を通じて
天和銅山の現在の鉱業権者（鉱物などを採掘する権利）である三菱マテリアル（株）に訪ねて
頂いたりしましたが、権利は持っているものの資料は無いとの事でしたので、図書館で調べて
廻っていたところ、国立国会図書館で少ない記述ですが、新たな情報を見つけました。まず五
代友厚は天和銅山を購入する前に自ら天川村に来てから購入していること。そして彼自身が鉱
山王になるきっかけになったのが天和銅山であったこと。（採掘現場で精錬された銅は、西ノ
谷から武士ヶ峯を超えて五條まで運び、そこから堺まで運び、さらに船で海外に輸出していた
ようです）そして、身近なところにも記録がありました。現在の永豊寺本堂を建てた際に五代
友厚の息子である五代龍作氏から寄付を頂いていたことを寄進札の中から見つけました。
　今まであまり気にしていなかった地域の歴史も掘り下げていくと、新たな発見があり、楽し
いものです。次回は、天和銅山を史跡として活用するために始めた「道普請」について報告致
します。

てんかわ天和の里　活動状況について①
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　天川を学ぶ会をご存知ですか？私たちは４月～12月の第二水曜日に天川村役場にて活
動をしております。天川村についてもっと知りたい、勉強したい人たちが集まり天川村の
歴史や史跡等を勉強しております。今回は天川を学ぶ会の昨年実施しました活動内容を報
告させていただきます。
　今年度、天川を学ぶ会では、今年度の日程の確認、日本遺産ガイド養成講座の報告会か
ら始まり、同志社女子大学平松奈美氏の洞川弁についての卒業論文についての勉強会の実
施、村外研修への参加、地域おこし協力隊の伊藤さんによるおもてなし英語講座の開催、
クラブツーリズム洞川ツアーの定点ガイドへの参加、「吉野町ボランティアガイドの会」
との交流会、そして赤井登寿先生による大峯奥駈道講座の前編と後編など計８回開催しま
した。
　私たちは月１回の活動の中で天川村の歴史や自然資源を楽しく勉強しています。村民の
皆様、私たちと勉強してみませんか？
　興味のある方は役場、地域政策課までご一報ください！

平成29年度天川を学ぶ会活動報告

（日本遺産研修、上北山村ナメゴ谷）

（吉野町ボランティアガイドの会との交流会）
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　皆さん初めまして。天川村地域おこし協力隊の、安大諒（あんだい　まこと）です。
　現在シェアオフィス西友では、土日限定ですが天川村で収穫された地元産野菜を中心に
創作料理を提供している「地参知笑」を営業しており、観光客の方以外に地域の皆様もラ
ンチなどで使ってくださっています。2018年１月からは土日の地参知笑以外にも、平日
はカフェとして営業し、２階をシェアオフィスとしても営業しております。
　「シェアオフィス」というものに馴染みがない方も多いとは思いますので、簡単にご説
明させていただきます。
　シェアオフィスとは、本来同じ場所を異なる企業が共有しオフィスとして使用すること
です。オフィスを共有することによって様々
な業種の企業や起業家と交流が持て、繋がり
が広がるという利点があるのがシェアオフィ
スです。
　シェアオフィス西友ではそういった本来の
使い方以外にも、研修やイベントなどで村民
の方々も利用できるスペースなどにもご活用
してもらいたいと考えています。もし何かご
要望あればお気軽にお声かけください。

天川村地域おこし協力隊だより　⑰
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　新年あけましておめでとうございます。

　輝やけき、平成30年の新春を皆様おそろいで、夢と希望の中

にお迎えのことと、お歓び申し上げます。

　年頭にあたり、天川村議会を代表いたしまして、謹んでご挨拶

を申し上げます。常日頃より村議会運営に関しまして、ご理解と

ご協力をいただいております事に、感謝とお礼を申し上げます。

　私は昨年12月議会において、議員各位のご推挙により議長の

大役を仰せつかりました、今西　勉でございます。その責任の重

さを認識しつつ、村民の皆さんと議員各位のご協力を賜り、天川村の発展のため全力を傾

注してまいります。

　さて、昨年を振り返りますと台風や大雨により大きな災害が各地で発生し、多くの尊い

人命や財産が奪われました。天川村においては被害も少なくうれしく思いますが、改めて

災害に強い村づくりの必要性を強く感じているところです。

　また、村では、「天川村をきれいにする条例の制定」や長年の課題でありました中学校

統合、新火葬場の建設等多くの課題・問題に取りくんだ一年だったと思います。

　まだまだ村には村民の皆さんが安全で住みよい村づくりはもちろん少子化問題等大きな

課題が山積しています。一朝一夕に解決できる特効薬はありませんが真摯に取り組む必要

があります。林業・教育・福祉政策にも当然ながら関わってくるわけであります。

　様々な課題に対して、議会議員一丸となって村当局と切磋琢磨し、時には、牽制と調和

をもって村政前進の為に邁進する議会を目指してまいります。

　結びにあたり、今後とも村民各位のご協力をお願いいたしますと共に天川村の村民の皆

様にとりまして良き年になります様、衷心よりご祈念申しあげまして、新年にあたっての

ご挨拶といたします。

今西勉新議長経歴（現在第二期目）

平成24年12月16日　天川村議会議員初当選

平成26年12月10日　天川村議会副議長就任

平成29年12月15日　天川村議会議長就任

その他総務委員会委員長を始め各委員を歴任

議 長 就 任 挨 拶

今西　勉　議長
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I N F O R M A T I O N

　

お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。
な
お
、
健
康

相
談
は
無
料
相
談
の
み
で
、
診
療
・
検
査
等

は
行
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

目
の
健
康
相
談
（
眼
科
医
会
）

　

２
月
13
日
（
火
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

整
形
外
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
整
形
外
科
部
会
）

　

２
月
15
日
（
木
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

※
受
付
締
切
２
月
13
日
（
火
）

内
科
疾
患
に
関
す
る
健
康
相
談

（
内
科
部
会
）

　

２
月
21
日
（
水
）
午
後
２
時
～
午
後
３
時

精
神
科
に
関
す
る
健
康
相
談

（
精
神
神
経
科
部
会
）

　

２
月
23
日
（
金
）
午
後
３
時
～
午
後
４
時

開
催
場
所

　

奈
良
県
医
師
会
館
・
１
階

　

県
民
健
康
サ
ー
ビ
ス
室

　

（
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
北
へ
徒
歩
７
分
）

お
問
合
わ
せ
先

　

〒
６
３
４
︱
８
５
０
２

　

橿
原
市
内
膳
町
５
︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

○
「
女
性
の
た
め
の
健
康
講
座
」
の
ご
案
内

開
催
日
時

　

３
月
３
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時

開
催
場
所

　

奈
良
商
工
会
議
所

　

奈
良
市
登
大
路
36
︱
２

講
演

　

「
乳
が
ん
検
診
と
治
療
の
最
前
線
」

　

名
張
市
立
病
院　

乳
腺
外
科　

医
長

　

奈
良
県
立
医
科
大
学
付
属
病
院

　

乳
腺
外
科　

非
常
勤
医
師 

中
村　

卓 

先
生

「�
婦
人
科
が
ん
の
現
在
と
未
来
～
子
宮
・
卵

巣
の
が
ん
は
予
防
可
能
！
～
」

　

奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

産
婦
人
科　

医
長　

杉
浦　

敦　

先
生

参
加
者

　

約
１
５
０
名
（
参
加
費
無
料
）

主
催

　

奈
良
県
産
婦
人
科
医
会

お
申
込
み

　

�

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
下
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

奈
良
県
医
師
会
館
内

　

奈
良
県
産
婦
人
科
医
会
開
講
講
座
係

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

○�

耳
に
関
す
る「
講
演
会
」と「無
料
相
談
」

の
お
知
ら
せ

開
催
日
時

　

３
月
８
日
（
木
）

　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

開
催
場
所

　

奈
良
商
工
会
議
所
５
階　

大
ホ
ー
ル

　

奈
良
市
登
大
路
36
︱
２

講
演

　

「
耳
の
役
割
︱
聞
こ
え
と
め
ま
い
の
話
︱
」

　

奈
良
県
立
医
科
大
学

　

耳
鼻
咽
喉
・
頭
頸
部
外
科
学
講
座

　

教
授　

北
原　

糺　

先
生

無
料
相
談

　

�

耳
を
含
め
耳
鼻
咽
喉
科
全
般
に
関
す
る
相

談

　

聴
力
検
査
及
び
補
聴
器
の
相
談

お
問
合
わ
せ
先

　

奈
良
県
医
師
会
耳
鼻
咽
喉
科
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

自
衛
官
候
補
生
（
陸
上
・
会
場
・
航
空
自
衛

隊
／
任
期
制
）

対
象

　

�

18
歳
以
上
27
歳
未
満
（
平
成
30
年
４
月
１

日
現
在
）
の
男
女

※�
な
お
女
子
は
現
在
陸
上
自
衛
隊
枠
の
み
と

な
り
ま
す
。

受
付
期
間

　

�

随
時
（
各
試
験
美
の
数
日
前
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
）

試
験
日

　

平
成
30
年
２
月
24
日
（
土
）

　

平
成
30
年
３
月
10
日
（
土
）

試
験
会
場

　

航
空
自
衛
隊
奈
良
基
地

　

（
奈
良
県
奈
良
市
法
華
寺
町
）

試
験
内
容

　

�

筆
記
試
験
、
適
性
検
査
、
口
述
試
験
及
び

身
体
検
査

※�

入
隊
予
定
者
が
定
員
に
達
し
た
場
合
は
試

験
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

�

詳
細
は
、
左
記
の
事
務
所
ま
で
お
問
合
せ

下
さ
い
。

お
問
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
奈
良
地
方
協
力
本
部

　

五
條
地
域
事
務
所

　

�

奈
良
県
五
條
市
今
井
５
丁
目
１
︱
12

　

サ
ン
タ
ウ
ン
二
階

　

�

☎
０
７
４
７
︱
22
︱
３
７
８
９
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

兼
用
）

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
必
要

予
約
不
要

　��

奈
良
県
医
師
会
の
催
し

　�

平
成
29
年
度
自
衛
官
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

　�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

地域福祉ボランティア基金
金、１００，０００円

庵住　冨　本　滝　枝  様
（亡夫　恭男様ご供養として）

ありがとうございました
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お し ら せ

　

毎
年
３
月
は
、
決
算
期
や
自
動
車
税
の
賦

課
期
日
の
終
期
等
に
よ
る
影
響
を
受
け
、
自

動
車
の
検
査
・
登
録
の
各
種
申
請
が
窓
口
に

集
中
し
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
申
請
者
の
皆
様
方
に
は
長

時
間
お
待
ち
頂
く
な
ど
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
緩
和
す
る
為
、
自
動

車
の
移
転
登
録
（
名
義
変
更
）
や
抹
消
登
録

（
廃
車
）
等
の
各
種
手
続
及
び
検
査
に
つ
き

ま
し
て
は
、
出
来
る
だ
け
早
期
に
す
ま
さ
れ

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

登
録
及
び
検
査
関
係
の
案
内
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
「
０
５
０
︱

５
５
４
０
︱
２
０
６
３
」
（
音
声
又
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
サ
ー
ビ
ス
）
に
よ
り
24
時
間
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
近
畿
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
各

種
手
続
案
内
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
下
さ
い
。

近
畿
運
輸
局
奈
良
運
輸
支
局

※�

当
日
参
加
も
出
来
ま
す
が
、
予
約
を
優
先

致
し
ま
す
。

　

土
地
や
建
物
を
相
続
し
て
も
、
亡
く
な
っ

た
人
の
名
義
に
し
て
お
く
と
、
後
日
困
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

奈
良
県
司
法
書
士
会
は
相
続
登
記
及
び
そ

の
他
登
記
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を
左
記
の

通
り
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

　

平
成
30
年
２
月
18
日
（
日
）

【
奈
良
会
場
】

　

午
後
１
時
～
４
時

【
橿
原
会
場
】

　

午
後
１
時
～
４
時

開
催
場
所

【
奈
良
会
場
】

　

西
部
公
民
館
６
階　

第
１
・
第
２
研
修
室

　

奈
良
市
学
園
前
南
三
丁
目
１
番
５
号

　

☎
０
７
４
２
︱
44
︱
０
１
０
１

　

近
鉄
学
園
前
駅
前
南
側

【
橿
原
会
場
】

　

橿
原
文
化
会
館
３
階　

第
２
会
議
室

　

橿
原
市
北
八
木
町
３
丁
目
65
︱
５

　

☎
０
７
４
４
︱
23
︱
２
７
７
１

　

�

近
鉄
大
阪
線
・
橿
原
線
（
八
木
駅
）
徒
歩

３
分

　
Ｊ
Ｒ
畝
傍
駅
よ
り
徒
歩
10
分

内
容

　

相
続
登
記
・
そ
の
他
登
記
に
つ
い
て

相
談
料

　

無
料

　

詳
し
く
は
は
奈
良
司
法
書
士
会
へ

　

☎
０
７
４
２
︱
22
︱
６
６
７
７

　

３
月
１
日
～
３
月
７
日

春
季
火
災
予
防
運
動
実
施

　

統
一
標
語
「
火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に

　

習
慣
に
」

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す

の
で
、
火
気
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

３
つ
の
習
慣

・
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
す
る
。

・�

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

・�

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
製
品
な
ど
を
使
用
す
る
。

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
な
ど
を
備
え
る
。

・�

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た

め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
つ
く
る
。

火
災
・
救
急
は
１
１
９

　

つ
い
て
い
ま
す
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

　

奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　

下
市
消
防
署　

天
川
分
署

　

http://www.naraksk119.jp/

　�

近
畿
運
輸
局
奈
良
運
輸
支
局
か

ら
の
お
知
ら
せ

　�

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月

間
無
料
相
談
会

　�

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

① ② ③ ④
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　蒸したもち米の匂いが園舎に広がり、登園した子ども達は、「ご飯の匂いがする～」「おもち早
く食べたいなー」と、話していました。さあ、杵と臼を使ってのもちつきの始まりです。
　ＡＬＴのサラ先生、保育所児と一緒にきてくれた頼もしい助っ人健康福祉課の根来さん、相原さ
ん、そして駐在所の玉置さん、水谷さんの登場で大いに盛り上がったおもちつき会でした。つきた
てお餅は最高に美味しかったです。

　保育所２歳児も杵を持ち、もちつき

に挑戦しました。おもちが詰まらない

ように、細かくちぎってもらって食べ

ました。

　子ども達の一番の人気は、砂糖醤油

味でした。

みんなで“ぺったんぺったん”おもちつきみんなで“ぺったんぺったん”おもちつき

保育所・幼稚園だより

よいしょ。よいしょ。
ぺったん　ぺったん

つきたてのおもちはとてもおいしかったよ！
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The river of heaven

■広報「てんかわ」は再生紙を使用しています。

古紙配合率100％再生紙 大豆油インキを使用しています

人口　1,442人（＋４）	 男　686人（＋１）	 女　756人（＋３）	 世帯数　674戸（±０）

27.17トン	　前月比： 99.27％　	前年同月比： 98.94％ 2.50トン	　前月比： 69.44％　	前年同月比： 79.37％

4.92トン	　前月比：132.26％　	前年同月比：134.79％ 1.56トン	　前月比： 77.61％　	前年同月比： 65.55％

　

平
成
30
年
が
始
ま
り
ひ
と
月
が
た
ち
ま
し
た
。
１
月
は
め
っ
き
り
と
寒
く
な
り
、
県
内
で
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

も
み
ら
れ
ま
し
た
。
村
内
で
も
寒
く
な
る
中
で
体
調
を
崩
さ
れ
た
方
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
ま
だ

暖
か
く
な
る
ま
で
は
時
間
も
か
か
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
体
調
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
冬
ら
し
い
光
景
と
し

て
、
積
雪
も
何
度
か
見
ら
れ
ま
し
た
。
２
月
に
入
っ
て
も
積
雪
や
そ
れ
に
伴
う
凍
結
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
外
に
出
る

際
は
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
、
急
ぎ
す
ぎ
ず
、
転
倒
や
車
の
運
転
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

２
月
の
村
内
の
行
事
で
す
が
、
今
年
は
２
月
３
日
が
節
分
で
す
の
で
、
村
内
で
も
そ
の
付
近
で
節
分
に
関
す
る
祭
事
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
龍
泉
寺
で
は
３
日
に
本
堂
に
て
星
祭
節
分
会
護
摩
供
が
行
わ
れ
ま
す
。
天
河
大
辨
財
天
社
で
は
、
２
日

の
午
後
７
時
よ
り
鬼
の
宿
（
神
迎
え
の
神
事
）
が
行
わ
れ
、
３
日
に
は
午
前
11
時
か
ら
節
分
祭
が
始
ま
り
、
正
午
に
は
各

種
の
祈
り
を
込
め
て
諸
願
成
就
採
燈
大
護
摩
厳
修
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
３
日
午
後
８
時
か
ら
は
岡
野
弘
幹
氏
に
よ
る

節
分
年
明
け
音
霊
奉
納
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
節
分
と
い
え
ば
い
ろ
い
ろ
な
お
店
で
売
ら
れ
て
い
る
恵
方
巻
き
も
あ
り

ま
す
。
今
年
の
恵
方
は
「
南
南
東
や
や
南
」
に
な
る
そ
う
で
す
の
で
、
食
べ
る
際
は
そ
ち
ら
を
向
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
11
日
に
は
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
て
南
北
朝
時
代
の
南
朝
の
天
皇
の
方
々
へ
の
遺
徳
を
偲
ぶ
、
位
衆
傅
御
組

（
い
し
ゅ
う
お
と
な
ぐ
み
）
に
よ
る
御
朝
拝
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
２
月
の
行
事
と
い
え
ば
節
分
も
有
名
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
今
で
は
14
日
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
も
外
せ
な
い

行
事
と
な
り
ま
し
た
。
横
文
字
の
名
前
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
元
は
西
洋
の
風
習
で
す
。
始
ま
り
も
か
な
り
古
い
た
め
、

起
源
も
諸
説
あ
る
よ
う
な
の
で
す
が
、
３
世
紀
の
ロ
ー
マ
に
て
当
時
皇
帝
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
兵
士
の
結
婚
の
禁
止
に

逆
ら
い
、
多
く
の
兵
士
の
結
婚
を
執
り
行
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
司
祭
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
と
い
う
方
の
殉
教
を
背
景
と
す

る
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
よ
う
で
す
。
そ
の
後
ヴ
ァ
レ
ン
タ
イ
ン
は
恋
人
達
の
守
護
聖
人
と
し
て
扱
わ
れ
た
そ
う
で
、

と
て
も
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
日
本
で
は
女
性
が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
男
性
に
贈
る
の
が
一
般
的

で
す
が
、
こ
ち
ら
は
販
売
業
者
等
が
行
っ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
定
着
し
た
日
本
独
自
の
風
習
だ
そ
う
で
す
。
諸
外
国
で
は

女
性
だ
け
で
な
く
男
性
も
恋
人
や
親
し
い
人
に
贈
り
物
を
す
る
日
で
あ
り
、
内
容
も
花
や
ケ
ー
キ
な
ど
も
あ
り
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
を
贈
る
の
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
い
う
の
は
日
本
だ
け
の
特
色
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
近
年
で
は
友
チ
ョ
コ
や
逆
に

男
性
が
贈
る
逆
チ
ョ
コ
、
自
分
用
と
い
っ
た
様
々
な
形
で
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
気
運
が
広
が
っ
て
き
て
お
り
、
自
分
に
あ

っ
た
楽
し
み
方
を
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。
ま
た
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
自
体
に
着
目
す
る
と
、
近

年
カ
カ
オ
分
の
高
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
含
ま
れ
る
成
分
が
健
康
に
役
立
つ
と
い
っ
た
研
究
も
あ
る
よ
う
で
す
。
な
お
当
然

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
自
体
は
高
カ
ロ
リ
ー
な
の
で
食
べ
す
ぎ
は
肥
満
に
つ
な
が
る
等
健
康
を
損
な
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。
特

に
幼
児
や
妊
婦
の
方
は
リ
ス
ク
が
あ
る
そ
う
な
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
に
与
え
る
の
も
彼
ら
に
と
っ
て

毒
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
避
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
せ
っ
か
く
の

大
き
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
の
で
女
性
の
方
だ
け
で
な
く
、
男
性
の
方
も
日
ご
ろ
の
感
謝
を

込
め
て
、
親
し
い
方
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
贈
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

広報で紹介して欲しい村内の各地区のイベント・行事等がありましたら、お気軽に役場広報係までご連絡ください
役場　広報係　☎６３－０３２１

２
月
の
出
来
事

と

　
　
　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
つ
い
て


